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[image: image1.wmf]　　第７回イレブン杯春季リーグは４月25日に花咲球技場など３会場で開幕しました。次年度は道北ブロックカブスリーグへの発展的移行のため，最後のイレブン杯春季リーグとなり今大会，大雪ライオンズクラブ旗への出場権も兼ね，各チームは６月15日の最終節までしのぎを削ります。
第１節　４月25日（土）　神楽中学校 
D2C 中富良野１－１（０－０）増　毛 
得点者　高橋（38分）（中）杉山（51分）（増） 
　サイドから攻撃をしかけ主導権を握る増毛は，川淵，山岸，佐々木を中心に優位にたつ。一方の中富良野は左サイドの岡，中島を中心にカウンターから攻撃する。38分中富良野は中島の左サイドからのクロスに高橋がシュートを決め先制する。しかし，増毛も51分杉山が右サイドの山岸に展開。クロスボールを再び杉山がボレーで決め，同点に追いついた。
D2B 六　合５－１（３－０）東　陽
得点者　新村（14分，25分，32分），杉森（30分），遠藤(41分）（六）大知里（38分）（東）
　六合は14分ＰＫを新村が決めて先制する。さらに25分には中里のパスを中央で受けた新村がワンタッチでターンしてドリブルシュートを決め２対０とする。果敢に攻撃をしかける六合は29分には杉森がドリブルから３点目をゲットする。後半にも新村，遠藤と加点した六合に対し，東陽は38分原田のＦＫから大知里が押し込んで一矢を報いた。
D2C 東神楽２－０（１－０）神楽園
得点者　根本（28分），山川（38分）（東） 
　前半東神楽が神楽園陣内でボールをまわしチャンスをうかがい，村井がシュートを放つなどチャンスをつかむ。神楽園は角田，横山を中心にゴールに迫る。28分東神楽は山川のクロスを根本が押し込んで先制点をあげる。後半も東神楽ペースで試合は進み，38分右サイドのスローインから駒谷のクロスに山川が合わせ決定的な追加点をあげた。 
D1 明　星１－０（１－０）北　門
得点者　大森健（０分）（明）　警　告　稲田，吉澤（北） 
　キックオフ直後太田が入れたロングフィードから大森響がシュート。こぼれたボールを大森健が詰めて先制点をあげる。しかし，次第に試合は北門ペースとなり，稲田を中心として，攻勢に出る。しかし，大平を中心とした明星の堅い守備陣を崩すにはいたらず，明星が１対０で守りきった。 
コンサフィールド東川 
D1 コンサドーレ旭川４－１（３－０）北　都
得点者　森木厚（３分），西垣（12分），岸本（22分，35分）（コ）工藤（53分）（北）
　シンプルにパスをつなぎサイドをつくコンサに対し，若狭，工藤を中心にカウンターを狙う北都の戦いとなった。３分に森木厚，12分に西垣とミドルシュートを確実に決めたコンサは22分，35分には岸本が加点。北都も53分間接ＦＫから工藤が決めて何とか一矢を報いた。 
D2A 東　川４－２（２－１）愛　宕
得点者 白木（３分，29分），田中（38分），松村（44分）（東）武田(11分)（愛），天地（40分）（愛）
 　立ち上がりから攻勢に出た東川は３分にＣＫのこぼれ球から白木が先制点を決める。しかし，愛宕も11分武田は同点ゴールを決める。その後は膠着状態が続いたが，ロスタイム白木がこぼれ球を再び決めてリードを奪う。後半東川はカウンターから38分田中が決めて２点差にリードを広げる。愛宕も40分天池が決めておいすがるが，44分松村が駄目押しの４点目をあげ東川が点の取り合いを制した。 
D1 緑が丘５－０（２－０）東　光
得点者　横田（13分，52分），豊田（27分，49分，55分）（緑） 
　前半から緑が丘は右サイド横田のスピードを生かしてチャンスをつくる。13分には豊田から出たボールを横田が決めて先制する。さらに27分には豊田がウラへ抜け出して２点目をあげる。田中を中心にカウンターをしかける東光だが，得点を奪えない。後半はラインを高く保った東光が反撃に出るが緑が丘はそのウラをついてカウンターから３点を奪って快勝した。
D2A 北　星１－１（１－０）富良野西
得点者　吉田（24分）（北）山崎（52分）（富） 
  前半北星がやや押し気味に試合を進めるが両チームとも決め手を欠く展開。それでも北星は24分大きくフィードされたボールに吉田が反応し先制点をあげる。後半北星はスペースに何度もボールを運ぶが追加点をあげられない。富良野西は52分熊谷のアーリークロスを山崎がＧＫの前に飛び込み貴重な同点ゴール。１対１で引き分けた。 
花咲球技場 
D2C 上富良野８－０（３－０）パステーク
得点者　三瀬(５分，51分，52分，56分，59分)，中田（19分），岩澤（26分），鈴木（58分）(上） 　前半から上富良野は中田が中盤で起点となり配球。右サイドの岩澤，ＦＷの三瀬のスピードを生かしてパステーク守備陣を崩す。５分には中田のパスから三瀬がＤＦラインをドリブル突破。ＧＫもかわして先制点をあげる。19分には中田がペナルティエリア右からクロスボールを送るとそのままゴールインする。さらに26分には岩澤が右サイドを駆け抜け３点目をあげる。後半三瀬も４得点などで上富良野が快勝した。 
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D1 広　陵２－１（０－０）忠　和
得点者　富樫(39分），吉田（59分）（広）佐藤（32分）（忠）
　立ち上がり広陵がボールを支配し，忠和がカウンターをしかける展開となる。互いに決定機はつかむものの決めきれず前半は終了。32分忠和は石川のドリブルからＰＫを得，これを佐藤が決めて先制する。しかし広陵は39分，中盤での速いパスワークから右サイドに展開上川のクロスを富樫が合わせ同点に追いつく。そしてロスタイムＣＫから吉田がヘッドで決め劇的な勝利を飾った。 
D1 永山南１－０（０－０）啓　北
得手者　山本（47分）（永） 
　前半は啓北のペースで試合が進む。藤原，笠原へのダイレクトプレーから何度も永山南ゴールを脅かすが，シュートに精度を欠き得点をあげられない。一方の永山南は山本の個人技からチャンスをつかむがＧＫ永井の好守にゴールを割れない。後半中盤が間延びした啓北に対し，永山南は梶谷，猪又がボールを拾い，近藤のスピードを生かして試合を支配する。そして47分左サイド猪又のクロスに山本が見事なダイビングヘッドで合わせて決勝点を奪った。
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D2A 東　明３－０（１－０）港　南
得点者　山川（10分），清水（32分），荒井（36分）（東） 
  東明がゲームを支配。右サイド弓場が積極的にしかけ中央にボールを再三送る。さらに石川，山川が中央を突破し得点をねらう。植松正を中心に粘り強い守備を見せていた港南に対し東明は10分，ペナルティエリア付近で弓場がヒールキックでの残したボールを山川がシュートを決めて先制する。後半も石川にボールが収まる東明が優勢。32分には清水が30ｍのロングシュート，36分には荒井が直接ＦＫを決める。植松正のドリブルから攻撃をしかける港南だが得点を奪えず。東明が快勝した。
D2B 春光台１－０（１－０）永　山
得点者　江良（７分）（春） 
  前半は春光台がボールを支配。朝倉を中心として攻撃をしかける。７分には江良の意表をついたシュートがポストにあたってゴールインし先制する。しかし，展開力の勝る永山が次第にゲームの主導権を奪い返す。左サイドの中井のボールから中坪，植村が何度もゴールに迫るが，春光台も久保が体をはった守備を見せ１点を死守した。
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